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““教育の情報化の新しい展開を目指して教育の情報化の新しい展開を目指して””
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教育の情報化が抱える課題教育の情報化が抱える課題 ～校務～校務ITIT化化がが必要～必要～

これまでの教育の情報化
教員のＩＴ活用スキル向上
は必ずしも十分とは言えな
い

ＩＴを活用した授業の実現

への支援に重点
教員にとって事務処理も
大きな負担になっている（例）Ｅスクエア・アドバンス事業

• ＩＴを活用することで事務処理
を効率化することが可能

• 日常的にＩＴを利用することで
教員のＩＴ活用スキルの向上

も期待される

校務ＩＴ化推進の
重要性
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【【参考参考】】 「校務」の定義とは「校務」の定義とは

学校の業務

校務

学校事務 事務以外の実務

教員

①教員事務
・教務関連事務（成績
処理、出欠管理等）
・経費申請
・報告書類
・各種お便り類 等

④ 教員実務
・見回り
・点検作業

等

⑦ 授業
・授業
・課外授業

管理者
（校長等）

②管理者事務
・業務報告
・稟議
・予算要求 等

⑤ 管理者実務
・見回り
・点検作業

等

事務員・
現業職員

③事務員事務
・出退勤管理
・校納金管理
・各種情報処理 等

⑥ 事務員実務
・現業業務
・見回り
・保守点検 等

実
施
者

授業
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勤務時間全体に占める勤務時間全体に占める““校務校務””充当時間は大きい充当時間は大きい

勤務時間全体に占める校務処理時間（N＝263）

27.8%

36.9%

27.8%

2.3%0.8%
4.6%

かなり多いと思う

やや多いと思う
妥当であると思う

少ないと思う
その他

無回答

（出所）「教員事務負担軽減システム要件調査」（平成16年3月）
http://www.cec.or.jp/e2a/e2a/15jigyou.html より報告書概要版取得可能（PDF版：205KB）
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教員事務では、成績関連や時数管理資料の作成等の教員事務では、成績関連や時数管理資料の作成等のITIT化が優先課題化が優先課題

年間業務時間（大） 年間業務時間（小）

業務負担感（大） 業務負担感（小） 業務負担感（大） 業務負担感（小）

ＩＴ化

不十分度
（大）

・成績関連資料
の作成

・通知表作成

・時数管理関連
資料の作成

・記録簿の作成

・児童・生徒名簿
の作成、管理

・児童・生徒の出欠
記録

・旅行命令簿の作
成

・復命書の作成

・出席統計の作成

ＩＴ化

不十分度
（小）

・学級だよりの作
成

・学習進度確認資
料の作成

・児童・生徒毎の
給食個数集計・
返金計算

・調査書等の進路
関連資料の作成

・経費の清算

・体育・保健等記録
の整理、集計

・校納金の徴収

・学年会計の作成
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その他のその他の校務では、ホームページ作成・更新、時間割作成等の校務では、ホームページ作成・更新、時間割作成等のITIT化が課題化が課題

年間業務時間（大） 年間業務時間（小）

業務負担感（大） 業務負担感（小） 業務負担感
（大）

業務負担感（小）

ＩＴ化

不十分度
（大）

・ホームページ作
成・更新

・時間割作成

・外部からの文書
受付

・備品台帳の更
新

・学級編成

・教科書支給関連事務

ＩＴ化

不十分度
（小）

・学校予算の管理

・校内書類様式の
作成

・PTA向け文書の
作成、発送

・研修関連事務

・校内行事計画
の作成

・保健・体育関連データ
集計及び教委等への
報告

・施設整備修繕関連

・図書台帳の作成、更
新

・校納金等の未集金の
督促業務

・月例報告書の作成

・PTA予算の管理
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パソコン不足、規則やルールがパソコン不足、規則やルールがITIT化の主な阻害要因①化の主な阻害要因①

現状のIT活用状況への不満の理由（N=263）

56.9%

54.1%

54.1%

34.9%

11.0%

76.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

教職員へのパソコン配備数の不足

役に立つ事務処理ソフトウェアやシステムの不
足

教職員へのIT研修の不足

事務処理用ソフトウェア、システム配備の不足

事務処理方法や文書様式がIT化に適さない

その他
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パソコン不足、規則やルールがパソコン不足、規則やルールがITIT化の主な阻害要因②化の主な阻害要因②

IT化活用不十分度と、規則やルール変更によるIT活用可能性（N=257）
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ITが十分に活用されていない 規則やルールの変更によってIT活用可能

※主な校務に限定して表示
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今後は、校務今後は、校務ITIT化推進の実証的検証が必要化推進の実証的検証が必要

平成15年度調査の結果平成15年度調査の結果

①学校業務のIT化を推進す
るコンセンサスが存在しな
い

②現場でのIT活用推進をサ
ポートする体制が不十分
である

③現行の様々な制度や慣習
がITの導入や活用を妨げ
ている

①教員の事務処理時間
短縮による教務への充
当時間の確保

②教員自身のITリテラシ
ーの向上

③新たな学校経営や効
果的な教育の実現

校務IT化により期
待される効果

校務ＩＴ化
の推進

校務ＩＴ化の阻害要因 （ヒアリングやアンケート）

平成16年度実証実験に
よる実証的検証
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校務プロセス自体の見直しや、対応システムの検討も重要校務プロセス自体の見直しや、対応システムの検討も重要

校務そのもの
の見直し

（新たなプロセ
スにあわせた）

校務ＩＴ化の
推進

校務IT化によ
る、さらに大き
な効果

• 教育委員会と学校の役
割の見直し

• 教員自身の業務プロセ
スの見直し

望ましい業務プ
ロセスの検討

標準となる機能や
環境の検討
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具体的な今後の検討拡大方向具体的な今後の検討拡大方向

平成17年度以降の

実証実験

平成16年度

実証実験

単独の学校での業
務改善

教育委員会全体と
しての業務改革

教員業務全
体の付加価
値の一層の

現状業務の
効率化

業務改革の具体
的方向の検討

学習者情報DB
等の作成推進・
技術標準化

向上
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H18年度実証実験
H17年度実証実験

校務IT化モデル要件調査
検討委員会

H16年度実証実験

今年度の事業計画と今後の方向性今年度の事業計画と今後の方向性

NEC
JSIRC（上越地域学
校教育支援センター）

倉敷市教育委員会
（小学校２、中学校２）

上越市教育委員会
（大手町小、春日中）

事務局

CECNRI

教育委員会
関係者

ＳＩベンダー

有識者

文部科学省

経済産業省

校務IT化効果の実証的検証 校務プロセス見直し

対応システム検討

•出欠管理ｼｽﾃﾑ
•成績処理ｼｽﾃﾑ

•成績処理ｼｽﾃﾑ
•時数管理ｼｽﾃﾑ

•業務改善分科会
•技術標準化分科会

事務局

CECNRI
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ありがとうございました
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